
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

  

 

 

 

 

予 定 

9 月 7日 合同幹事会 

9 月 12 日 ＲＹＬＡ 

9 月 17 日 移動例会「記念植樹草むしり」 

9 月 24 日 休会（クラブ定款により） 

9 月 26 日 ＲＬＩパートⅠ 

9 月 27 日 地区米山研修会 

10月 1 日 休会（クラブ定款により） 

 

本日の予定
 

移動夜間例会「会員増強」 

会場：TRATTORIA Companio 
 

次回の予定（９月１０日） 
 

株式会社ふるさと 

代表取締役社長 今洲 勇会員 

出席率 クラブ会員数４６名    

７月３０日 ６７．３９％ 

８月 ６日 ５８．７０％ 

８月２７日 ５６．５２％（９月２日現在） 

仙台南-白石ロータリー衛星クラブ例会予定  

☆ビジター歓迎☆ 

会場：パシフィックホテル内しんしん亭ラウンジ  

９月 ７日（月）18：30～ 通常例会 

９月２８日（月）18：30～ 通常例会 

２０２６－２０２７年度 (№７）第３２４９回 例会（令和８年９月３日） 

例 会 場  ウエスティンホテル仙台 
例 会 日  毎木曜日 12:30～13:30 
事 務 所  〒980-0021 

仙台市青葉区中央四丁目 6－1 
         TEL．223-3652 FAX．223-3662 
ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ  sendaisr@star.ocn.ne.jp 
会 長  大江 広満 
副 会 長  武田 文孝、和田 達雄 
幹 事  半澤 修司 
プログラム  吉田 英樹 杉村  謙 熊谷 晴樹 
情報委員会   西尾  章 今井 洋文 
 

前回のゲスト（８月２７日）（敬称略） 

㈱ライフブリッジ 代表取締役 櫻井亮太郎 

今年度ニコニコボックス状況 
 

前回の合計額     １３，０００円 

今年度累計額  １４３，０００円 

 

 

 

RI会長  オラインカ・ハキーム・ババロラ 

D.2520 ガバナー    柴田  茂 

仙台南ＲＣ会長    大江 広満 

 

前回のビジター（８月２７日）（敬称略） 

仙台東ロータリークラブ 齋藤法幸 

星   毅会員：夏が戻ってニコニコです。 

鈴木 俊一会員：久々の例会です。出席できてうれしい

な！ニコニコ 

和田 政宗会員：久しぶりの参加で申し訳ございませ

ん。先週一週間沖縄で活動し、来週からまた二週間行っ

てきます。ニコニコです。 

大江 広満会員：ライフブリッジ 櫻井様、本日の卓話、

楽しみにしております。仙台東 RC 齋藤様、ようこそ仙

台南 RCへ。例会をお楽しみ下さい。 

砂金 英輝会員：今日は途中で出ます。すみません。 

平川 修一会員：先日遠野マラソンに行ってきました。

カッパに数匹あえたのと、北上のキオクシアを初めて

見ておどろきました。 



 

 

 

 

 「2026 年、地方におけるインバウンドの現状」  
 

株式会社ライフブリッジ

代表取締役 櫻井 亮太郎 様 
  

私は中学卒業後に渡米し、アメリカとイギリスで約

10年間を過ごしました。帰国後は金融機関での勤

務を経て、2006 年に故郷・仙台で株式会社ライフ

ブリッジを設立しました。現在は全国各地でイン

バウンドに関する研修や観光コンテンツの開発に

携わるとともに、YouTube や Instagram を通じ

て、日本の地方の魅力を海外へ発信しています。 

日本を訪れる外国人は現在、「日本食を食べるこ

と」への期待が最も高い一方、アジア系の旅行者

は、いわゆる「インスタ映え」することへの興味

が強いのに対して、欧米豪からの旅行者は、日本の

歴史や伝統文化、自然、地域の日常生活にも強い

関心を持っています。有名観光地を巡るだけではな

く、その土地の暮らしや文化に触れ、地域の人々

と交流することを求める旅行者が増えており、私は

ここに東北をはじめとする「日本の田舎」の大き

な可能性があると考えています。 

ただし、地域に魅力的な素材があるだけでは、外

国人旅行者から選ばれる観光商品にはなりませ

ん。私がコンテンツづくりで大切にしているのは、

「物語がある」「ユニークである」「映像に残せ

る」「フレンドリ

ーである」「旅行

者の夢をかなえ

られる」という五つの要素です。 

その事例として紹介したいのが、私が手掛けている

栃木市の「聖地・岩船山爆破体験ツアー」です。特

撮ヒーロー番組のロケ地という地域資源を生か

し、幼少期にヒーローへ憧れた人やその家族を対

象に、参加者自身が物語の主人公になれる体験と

して商品化しています。「誰に最も強く刺さるの

か」を明確にすることで、時間と距離を超えてでも

参加したくなる高付加価値な体験になります。 

地方のインバウンドで大切なのは、海外の旅行者

に迎合することではありません。地域の歴史、文

化、風景、暮らし、人々の思いを、世界の旅行者

の視点で再編集することです。自分たちにとっての

日常が、海外の人にとっては特別な体験になりま

す。地域の価値を掘り起こし、伝わる物語として世

界へ届けることが、これからの地方におけるイン

バウンドの鍵になると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前回の例会報告 

 

 

９月「基本的教育と識字率向上月間」 

＄１=￥１６０

-ガバナー月信９月号より- 


